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当社は、平成 25 年３月期において、営業外収益および営業外費用を計上することといたしましたので、その概

要をお知らせいたします。また、平成25年２月13日に公表いたしました平成25年３月期（平成24年４月１日～

平成25年３月31日）の連結業績予想と本日公表いたしました平成25年３月期の業績に差異が生じましたので下記

のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．営業外収益の計上及びその内容（平成25年１月１日～３月31日） 

（１）為替差益 

当社の連結財務諸表において、当社および当社の連結子会社が保有する外貨預金等に関して、為替相場の

変動により、期初からの累計として為替差益67百万円を営業外収益に計上いたします。 

 

（２）債務保証損失引当金戻入額 

当社の連結財務諸表において、当社および当社の連結子会社における取引先に関して債務保証を行ってお

ります。これに対し、取引先の業務等に鑑み債務保証損失引当金を計上しておりましたが、今般、債務の全

額が返済されたことから、相当額を債務保証損失引当金より戻し入れることとしたため、124 百万円を債務

保証損失引当金戻入額として営業外収益に計上いたします。 

 

２．営業外費用の計上及びその内容（平成25年１月１日～３月31日） 

（１）貸倒引当金繰入額 

当社の連結財務諸表において、当社および当社の連結子会社における貸付金に関して、与信に関わるリス

ク管理をより厳格に適用した結果、138百万円を貸倒引当金繰入額として営業外費用に計上いたします。 



 

 

３．平成25年３月期 連結業績予想数値との差異（平成24年４月1日～平成25年３月31日） 

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

当期 

純利益 

一株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 6,430 300 450 1,540 1,646円81銭 

今回修正（Ｂ） 6,704 369 587 1,751 1,872円45銭 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 274 69 137 211 － 

増 減 率 （％） 4.3％ 23.0％ 30.4％ 13.7％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成24年３月期） 

11,018 △432 △1,697 △364 △390円22銭 

※ 平成23年11月30日付で医薬品等の製造販売事業を担う連結子会社の全株式を譲渡いたしました。 

※ 平成24年12月１日付で医薬品等の販売事業を事業譲渡いたしました。 

 

４．差異の理由 

平成 25 年３月期の実績値は、グループ全体で総力を挙げて経費削減に取り組み、利益の確保に注力したこ

とに加え、主力事業であるＳＭＯ事業において得意領域での大型案件の進捗が極めて順調に推移いたしまし

た。この結果、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益において予想を上回り、通期業績予想の数値に対

して上記のとおり差異が生じました。 

以 上 


